
愛知県埋蔵文化財センター調査報告書　第 197 集

薬師ヶ根遺跡

薬師ヶ根遺跡
遺構写真 写真図版 01〜 15
遺物写真 写真図版 16〜 28

薬師ヶ根遺跡 06区調査区とその南東方向遠景（北西から）。眼前は境川氾濫原の水田地帯であるが、遺跡がある丘陵部先端から刈谷市方向に、現在
の集落地がのる微高地が帯状に続いている。手前は尾張国域、向こう側が三河国域である。
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薬師ヶ根遺跡遠景（南から）。沓掛小学校の校舎から右側の住宅地一帯が遺跡地である。

遺跡から西方遠景（東から）。名古屋市方面。

遺跡から東方遠景（西から）。手前の草地が調査前の 07区。 遺跡から南方遠景（北から）。遺跡は丘陵尾根筋上に立地する。

遺跡から北方遠景（南から）。東郷町・みよし市方面。

1
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06 区調査前の状況（北から）。

06区調査区西壁土層断面（北東から）。調査前の盛土下に旧耕作土と遺構面があった。

06区溝 034SD検出状況（東から） 06区溝 034SD完掘状況（南西から） 06区調査区西壁土層断面（北端付近、北から）

【上】06区北端付近の撹乱（南東から）
【左】06 区調査区北壁土層断面（東から）。手前は
段切り状に削平されていて谷地形の斜面は滅失して
いた。丘陵上も削平が進んでいたが、表土直下で溝
299SDなどが検出された（写真は検出前）。

06区南半枢要部遺構検出状況（西から）。この段階では比較的新しい凹地な
どが多かったが、その下位から多数のピットが検出された。

06区遺構掘削作業（北西から）。調査区南端のベルト付近を掘り下げ、竪
穴状遺構などを検出中。遺構面が南から北へ傾斜しているが、これがもと
の地形である。手前の溝 155SDなどは斜面を段切りした痕跡であろう。

2



104

愛知県埋蔵文化財センター調査報告書　第 197 集

薬師ヶ根遺跡

　
写
真
図
版

06 北区谷地形廃棄層完掘状況（北東から）。 06北区調査区南壁土層断面（部分）。

【上】06北区調査区南壁土層断面（西から）。南西側からの緩やかな斜面の埋没谷地形である。
地山である黄褐色粘土層上の黒色土層が古代〜中世の廃棄層である。基盤層の下部は、灰色
と白色の粘土層が交互にあらわれた下に腐植物の多い暗褐色粘土層がある。
【左】06北区北端での掘削状況（北西から）。壁面は【上】写真の続きであるが、北側へ緩や
かに上昇していることから、谷の北端に近づいていることがわかる。

06区谷地形 186SXの南斜面完掘状況（北西から）。古代中心の廃棄層。 06区調査区南壁土層断面（北から）。落ち込みが 186SXに相当。

06北区谷地形 186SX 掘削状況。全体に撹乱を受けて
いたが、その下に黒色の廃棄層（包含層）が残存。

3
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06 区遺構全景（北東から）。南半部にピットの集中がみられる。南端に竪穴状遺構や溝、北半部にも溝がある。

06区南半部全景（北から）。ピットは深さ30cm以上のものが多く、柱穴に相当すると考えられる。写真左側の傾斜面は谷地形186SXの北側上端である。
廃棄状態の須恵器が多数出土した。

4
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06 区枢要部から 06北区南部の全景（北から）。

06区北西部全景（南東から）。手前は撹乱。

06区井戸 029SE 上部と溝 187SDの完掘状況（北から）。187SDは屈曲し
て廃棄層 186SXの下へ潜り込んでいく。

06区井戸 029SE 断ち割り土層断面（北西から）。埋土中からは顕著な遺物
が出土しなかった。

06区井戸 029SE 断ち割り完掘状況。上部は漏斗状で下部は円筒形の
素掘りである。底は粘土層下の湧水のある砂礫層に達している。

【上】06区全景（北西から）。
【下】06区井戸 029SE 上部の完掘状況。顕著な遺物は南端上端付近で
出土した須恵器捏鉢のみであった。

5
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06 区溝 187SD土層断面（北から）。 06区溝 187SDベルト 01土層断面（北東から）。

06区ベルト 01土層断面（北東から）。右端が谷地形 186SX廃棄層に相当。

06竪穴状遺構 184SB・185SX土層断面（南から）。

【上】06竪穴状遺構 184SB完掘・185SX遺物出土状況（北東から）。
【右】同 185SB完掘状況（北東から）。

【上・下】06区竪穴状遺構 184SB・185SXの作業状況。
【中】184SB床面炭化物層サンプリング作業。

6



108

愛知県埋蔵文化財センター調査報告書　第 197 集

薬師ヶ根遺跡

　
写
真
図
版

06 区溝 134SD完掘状況（北東から）。 06区溝 279SD完掘状況（東から）。

06区北半部溝 279SD・299SD完掘状況（東から）。 06区溝 279SD土層断面（東から）。

06区溝 299SD調査区北壁土層断面（南から）。

06区溝 299SD完掘状況（東から）。

06区溝 299SD屈曲部溜井状遺構（北から）。 06区溝 299SDベルト土層断面（東から）。

7
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06区 044SK断ち割り土層断面。

06区 221SK検出状況。 06区 221SK断ち割り土層断面。 06区 126SK断ち割り土層断面。

06区 274SK検出状況。 06区 274SK断ち割り土層断面。 06区 207SK断ち割り土層断面。

06区枢要部段切り状遺構（256SXほか）完掘状況（北東から）。谷地形 186SXにかかる傾斜面にて竪穴建物を想定して検出した遺構群。

8
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07 区南西隅部全景（東から）。 07区北半部谷地形 001SX完掘状況（南から）。

07区北半部谷地形 001SX掘削作業（南西から）。 07区北半部谷地形 001SX 上層掘削作業。粗粒砂層直
上付近で須恵器〜山茶碗が大量に出土。

07区北半部谷地形001SX上層須恵器出土
状況。

07区南半部検 1面土坑 004SK〜 007SK検出状況（北から）。 07区南半部検 1面土坑 004SK〜 007SK完掘状況（南から）。

07 区検 1 面井戸 002SE 検出状況。凹地状の井戸とその周辺には谷地形
001SX上層の粘土層が入り込んでいる。

【上・下】07 区南半
部検 1面井戸 002SE
検出時の周囲での遺
物出土状況。
　埋没した井戸の上
を覆う粗粒砂混じり
の粘土層堆積は谷地
形 001SX 上層に相
当し、ここからは須
恵器〜山茶碗が出土
している。

9
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07 区検 1面井戸 002SE 井戸側検出作業（南から）。 07区検 1面井戸 002SE 井戸側検出状況（南東から）。
07 区 検 1 面 井 戸
002SE 井戸側検出状
況および溝 003SD
完掘状況。

【左】北東から。浅い
溝 003SD は 002SE
からの排水を目的に
つくられたものと考
えられる。

【下】北西から。井戸
002SEから溝003SD
に向かって敷設された
白色円礫が流出してい
る。

10
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【 上 】07 区 井 戸
002SE 井戸側の
測量作業（北か
ら）。土層断面と
ともに井戸側の側
面図を作成した。
【下】井戸 002SE
井戸側内部の掘削
作業（東から）。
掘削作業は井戸側
材を取り上げ、新
たに検出された材
を測量しながらの
慎重な工程となっ
た。

07区井戸 002SE 井戸側全景（北東から、断ち割り調査時）。 07区 002SE 井戸側下層の自然堆積層（東から）。

07区南井戸 002SE 井戸側全景（北東横から）。 07区井戸 002SE 井戸側および土層断面（北から）。

07区井戸 002SE 井戸側上部の状況（北西から）。4本の桟で内側から支えられて
いたものと考えられる。

11
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【上】井戸 002SE 井戸
側内部の土層断面。材外
側の堆積土が隙間から流
れ込み、その上に砂礫の
少ない灰色粘土、そして
炭化物を含む粘土が堆積
している。
【左】井戸側内部出土し
た材の一部。隙間から流
入した砂礫混じり粘土層
の直上にあり、実質的井
戸の底面に位置。
【右】井戸側の北西面側
板。建築部材転用材の南
側に小材を補足してい
る。

07区 002SE 井戸側下層の自然堆積層（東から）。

井戸 002SE 井戸側北東隅柱（東から）。 井戸 002SE 井戸側北西隅柱（北から）。 井戸 002SE 井戸側南西隅柱（北東から）。

12
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07 区井戸 002SE 井戸側内完掘状況（北東から） 07区井戸 002SE 井戸側南西面側板と隅柱および桟の出土状況

【上】07区井戸 002SE 掘り方完掘状況（断ち割り調査時、南東から）。
【右上】002SE 西縁貼付円礫群（北西から）。
【右中】002SE 西縁貼付円礫群の土層断面。礫を覆っているのは砂礫混じりの粘土
で谷地形 001SX上層最下部の状況に相当する。
【右下】002SE 掘り方完掘状況（北東から）。隅柱の補足で立てられた材。
【下】002SE 西縁貼付円礫群。色調や大きさが揃えられている。

13
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07 区検２面土坑 017SK柱根出土状況（西から）。

【上】07区南半部検２面遺構完掘状況（南から）。奥のシート下
が同区北半部で、谷地形 001SXの最下部に相当する。
【左】07区南半部検２面遺構完掘状況（井戸 002SE を除く、北
東から）。丘陵から北側谷地形への落ち際である。

07区検２面完掘状況（東から）。基盤層地形の傾斜。

07区検２面調査区北壁谷地形 001SX上・下層断面（南から）。 07区検２面全景および 06区調査終了状況（南東から）。

14
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07 区南半部調査区北壁土層断面全景（調査終了時深掘り実施、東から）

07区南半部調査区北壁土層断面（その 1、南東から） 07区南半部調査区北壁土層断面（その 2、南東から）

【上】07区北半部調査区北壁土層断面（最下層が基盤層、その上 2
層が谷地形 001SXに相当する）。
【右】07区南半部調査区北壁からみた 06区方向遠景（南東から、ガー
ドレールにそって 06北区の土層断面を記録した）。

15
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薬師ヶ根

遺跡

愛知県豊明市

沓掛町薬師ヶ根
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35度
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沓掛線
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集落

主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項
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要約

文書番号

薬師ヶ根遺跡

　薬師ヶ根遺跡は、境川右岸の丘陵端部に位置する奈良時代から平安時代を中心とする時期に営まれた
集落遺跡である。当該期には、集落の端から谷地形にかけての凹地に、廃棄された多数の須恵器・灰釉陶
器が集積出土する。これには、付近丘陵地帯の窯で生産されたものの出荷にあたり、選別を行ったものが多
く含まれている。その中心は8世紀後半～９世紀後半である。また、墨書土器・刻書土器がみられるのも特徴
である。これには付近を古代東海道が通過し、両村駅家が設置されたことと関係するとみられる。
　また、鎌倉時代から室町時代にかけても、付近の窯で生産された山茶碗が搬入された場所と考えられる。
さらに竪穴状遺構などからは鉄滓・北宋銭・土師器羽釜などが出土し、鍛冶工房の存在もうかがえる。古瀬
戸四耳壺や中世瓦が出土する溝もあり、沓掛城築城以前の地域の中心であった可能性も考えられる。

発掘届出（19埋セ第4号・2007.4.12）　通知（19教生第187号・2007.4.25）
終了届・保管証・発見届（19埋セ第39号・2007.7.4） 鑑定結果通知（19教生第1331号・2007.9.4）

発掘届出（18埋セ第21号・2006.5.25）　通知（18教生第785号・2006.7.14）
終了届・保管証・発見届（18埋セ第53号・2006.10.13） 鑑定結果通知（18教生第1843号・2006.11.24）

い せき

ナイフ形石器、剥片

須恵器、棒ツク、土師器、
墨書土器、刻書土器、
古代瓦、融着片

灰釉陶器、三又トチン、
墨書土器、刻書土器、

山茶碗、古瀬戸（四耳壺）、
中世瓦、土師器羽釜、青磁、
白磁、古銭、鉄滓、常滑産甕

奈良時代後半から
平安時代の陶器生
産に関わる集落

鎌倉時代から室町
時代の金属加工工
房を伴う集落

奈良時代
　　後期
　　～
平安時代

鎌倉時代
　　～
江戸時代

後期旧石器
時代

遺構なし

掘立柱建物、
溝、
土器集積、
井戸

溝、
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